
平成19年10月1、9日  

『これからの地域福祉のあり方に関する研究会』  

意見報告資料  

「地域で安心して老いるために願うこと」  

釧路地区障害老人を支える会  

（たんぽぽの会）  

会長 岩渕 雅子  

1．たんぽぽの会の中で～「足の一本でも祈れてくれたら‥・J  

2．「ぼけた人の命を守ってください」～排桐老人SOSネットワークづくりへ  

3．SOSネットワーク10年の検証と地域の力  

4．家族介護の実態調査から見える認知症の人と家族  

5．若年性認知症の人と家族の支援とネットワークづくり  

6．共に支え合う地域づくりをめざして～新しい「つながり」の再生を   



家族介護の某誌について  

国2－5  

回答実数Z13人  
無表情■無感動の傾向がみられる  

ぼんやりしていることが多い  

生きがいを覚えているふうがない  

根気がまったく続かない  

発想が乏しく、画一的になる  

一日や一週間の計画が、自分で立てられない  

3つ以上の用事を、同時に並行して片づけられない  

反応が遅く、動作がもたもたしている  

同じことを繰り返し話したり、尋ねたりする  

相手の意見を聞かない  

何度敢えても日付があやふやになる  

身だしなみに無頓着になる  

今までできていた、家庭内の簡単な  
用事ができない  

ガス・風呂の火・電気の消し忘れ  
水運の締め忘れが目立つ  

料理がうまくできず、味付けが変になる  

薬をきちんと飲めないので  
家族が注意する必要がある  

季節や目l的にあった洋服を選ぺない  

昨日のできごとをすっかり忘れる  

お金や持ち物のしまい場所を忘れて  
「盗まれた、処分された」と顎ぐ  

簡単な計算もできない  

同居の家族の、名前や関係が分からない  

汚れた下着を、そのまま平気で着ている  

服を一人では正しく者られず  
上着に足を通したりする  

風呂にはいることを煉がる  

食事をしたことを、すぐ忘れる  

しばしば自宅の方向が分からなくなる  

泉庭生活（食事・入浴・排泄）に  
介助が必要である  

独り音や同じ言葉の操り返しが目立つ  

誰もいないのに「人がいる」といったりする  

大小便を失敗し、あとの処置がうまくできない  
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症状からみた痴呆の状態  

□ぱけなし  

コ小ぽけ  

日中ばけ  
図Z－6  

回答数Z13人  

●小ぽけ：家庭生活では支持がない  

が、象長の外、世間lこでると社会活動  
面で様々な支障がある．  

●中ばけ：身の回りの事は自分でやれ  
ても家庭内のことができない．  

●大ぽけ：身の回りのことも自分でで  
きなくて介護がいる．見かけや態度は  
大人だが理解や判断力は幼児レベル．  

中ぽけ  
16．4％  8．介護上の問題  

ナ程度と抱えている開講  

図4－10  

回答数ZO3人  
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ぽけの程度とトラブル  
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要介護者への態度  

思わず声を上げたり叱った  

手をあげ叩いたり体をつねった  

返事をしなかったり口を聞かなかった  

外出させないようにした  

部屋から出さないようにした  

わざと幼い子のように言い間かせたりした   

「いつまで生きるつもりなのJと嫌みを言った  
要介環者へひどいことをしたと   
おもったことがあるか？  

国4－1S  

回答数186人  羊などを結わえたり縛った  

薬を飲ませておとなしくさせた  

家族と一緒に食事をさせなかった  

足で蹴ってしまった  

おしめのせえる回数を減らした  

冷暖房をきった  

飲み物、食事を抜いたり与えなかった  

お金を取りあげた  

火筒をさせた   

孫などの乱暴な聞き方や態度を黙認した  

その他  

人 0  20  40  60  80 100 120 140 160  

介頚者の叱責に対する  
要介護者のとった態度  

黙りこんだ  

聞こえないふりをしたり、  
ぱけたように振る舞った  

泣きだした  

悲鳴をあげたり、大声を出した  

興撃して暴れた  

食事を拒否した  

わざといやがることをした  

機嫌をとったり、謝った  

部屋に引きこもった  

外に逃げようとした  

他の親戚や近所に悪口を  
大げさに言いつけた  

その他  

図4－19  

回答実数153人  
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要介護者の態度を見たあなたの気持ち  
図4－20  

回答実数147人  
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お年よりを在宅で介積できるために必要な条件  

介護者が健康であること  

介護者の代わりがあること  

ある程度の経済的条件に恵まれていること  

医師・看護婦はじめ協力的な医療機関の存在  

介護者が休養できるよう、ショート  
ステイ、託宅所的な制度があること  

介護者が高齢でないこと  

介環者のお年よリヘの愛情  
（これまでのよい人間関係）  

介乱こついての適切な相談・指導機関の存在  

ホームヘルパーなどの公的な家事・介護の援助  

介護者が気晴らしに出かけたり、趣味や  
社会活動を続けられる条件があること  

いつも話し合える仲間の存在  

豪族■親戚・近隣の精神的な支持と励まし   

住宅条件に恵まれていること（住宅改這も含む）  

宗族の具体的な協力、分担があること  

介護休暇が自由にとれること  

介護者が無職（専業主婦など）であること  

同居家族以外の兄弟、親戚の介環協九  
分担、費用分担などがあること  

近所の人やボランティ7の協力  
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SOSネットワーク利用状況（H6～H18）  
（各年度3月末現在）  

1件数  

実   0   16   26   39   44   13   18   15   21   H6  H7  H8  H9  HlO  Hll  H12 ス  H  H14  H15  H16  H17  H18   18   48   

延   38   42   35   40   49   15   20   16   13   24   5   18   48   

死亡  2   山   

不明  
計   38   42   35   43   50   15   20   17   14   24   5   8  ロ  

i■壷膏膏「  

■通行人  

口家族等 ロタクシー  

60   
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0  

⊂n  

＝6年虞 ＝7年虎 H純度 ＝時度 ＝10年度 ＝11年度 ＝1錘庄 ＝1強度 Hl植皮 Hl純度 H仲剛【H17年農 相18年床  

※その他 消防（1）、店且（4）、会社郎1）  
／くス運転手（1）、病院職則2）、施設職長く8）  
大学塀長川、捜査負（り、町村障良川、保健師（1）  

・保護件数に関しては、平成6年度から10年度までl事、延30から50件で推軌                                                                                                                                   ■   ■ ▲ 」．．．．．．＿  ‾l′トn5已IT淋lヽ一17qし′ ヽ－1Pヽ l17■－■■■■ 」l■【■′‾ ‘‾ ■ ‾ ■’【 ▼ ▼’■’▼  

平成11年度からは10～20件台に減少し平成16年度には5件となったが17年度以降増加に転じている。  
・実延では平成7年度は複数回保護されるお年寄りが多かったが、純度以降実延件数に大きな差は見られない。   



釧路地域SOSネットワークフローチャート   欄掛軸変更  

道警本  ＋＞   
引き取り   家  族  方面本部  

他管内警察署  璃協力機関  
相
談
・
支
控
 
 

保護情報         ＞  釧路保健所  
北海道釧路方面  
釧路警察署  
（生活安全係）  
厚岸警察署  
弟子屈警察署   

交  番  
（派出所・駐在所）  

情報捜喋責苦捷  

老
人
ク
ラ
ブ
等
 
 

予防サービス焼付・掟眺  

蜘握  

見守り支蝮  

サービス担当者会議 等  

居宅支援事業所  

晒疾患ヒンサ」  
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 撃墜漸疇法塀醸  

鍵楽艦力観劇   

地元消防本部   
消 防 団  

ー＋＞  
★一時対応  

★ 身体的間  
★ 精神的周  

注Ⅰ‾一驚敷か紬捜索協力槻阻競市町村役妨害申協力蝉塀ほ軍旗同家必要  
往2 連絡用紳こよる通報（祖語）の後、発見されなければ、正式の捜索頓の提出  

即題緋掴老人の年齢別内訳（1994－2003）   図2』排御老人の発見者の属性（1994－2003）  

く図1、2出典〉平成16年度SOSネットワーク達総会議削斗より   

了  



表4 不明にいたる誘因   

◎是さいなストレスを抱えて  

・先立つ央敗ひゞつもの簡単なことができない  

・髄単なことが思い出せない（子供の住所忘れ物（家の鞠  

・人に仕事を言い付けられて  

夫にタクシーを誘導するようにいわれて  

家の前の雪かき、目を離したすきに  

・直前に豪族と小さないさかl＼しかられて  

◎居場所の変更   

・毛足子供の家に移り住み   
・遊びにいく：子供のところ  

◎老老介護（介碍者も痴呆気晩気づき・対応の遣れ笥  

◎（日割独居   



2004年（平成16牟）10月11日（月曜日）  
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さ
え
て
い
て
施
 
 

設
に
支
払
っ
て
く
れ
ま
せ
ん
。
 
 
 

司
会
 
成
年
後
見
制
度
誉
使
え
 
 

な
い
で
し
上
う
か
．
役
場
貿
練
 
 

保
囁
j
当
窓
口
で
問
い
て
み
て
 
 

介護の現場から一参加者の声  

隠
れ
た
虐
待
に
目
を
■
金
銭
問
題
も
多
発
 
 

し
っ
け
、
敵
背
、
愛
情
、
本
人
の
 
 

た
め
な
ど
、
「
許
さ
れ
套
 
 

と
い
っ
見
方
も
着
ち
で
す
．
 
 
 

軍
見
て
児
童
空
目
や
D
V
と
は
 
 

要
っ
た
特
徴
と
し
て
 
「
子
供
 
 

箪
し
方
が
轟
か
っ
た
」
 
「
b
赦
 
 

が
多
い
か
ら
」
な
ど
七
、
い
か
に
 
 

も
自
重
自
得
だ
と
い
う
よ
う
な
言
 
 

わ
九
方
舟
き
九
る
ケ
ー
ス
も
多
T
い
ト
 
 

の
で
す
．
 
 
 

そ
う
い
っ
た
萱
旦
介
 
 

入
が
与
し
も
絶
し
く
な
っ
て
い
ま
 
 

す
。
「
助
け
て
」
と
膏
わ
れ
た
ら
 
 
 

≠
亡
芦
！
－
・
－
萱
－
▼
宣
J
－
さ
吏
2
H
祭
－
召
す
1
亭
∈
t
～
亡
ポ
妄
■
皇
毛
蓼
t
－
－
託
た
＝
1
－
一
三
，
■
－
▼
■
 
 
 

ま
○
 
 
 

別
路
市
の
担
当
者
 
私
も
そ
う
 
 

鬼
い
葺
 

春
日
故
殺
 
こ
の
ケ
ー
ス
は
 
 

今
、
尭
表
し
た
加
堅
持
の
問
題
 
 

で
は
な
い
は
ず
。
経
済
的
虐
待
な
 
 

の
に
、
そ
の
ま
ま
に
し
て
き
た
の
 
 

は
な
ん
で
な
の
か
、
「
自
分
の
と
 
 

こ
ろ
は
こ
う
対
応
し
て
い
る
」
と
 
 

実例を基に対応熊や今後の方策を考えた特別研牒嚢  

介
入
し
や
す
い
け
れ
ど
、
ア
サ
だ
 
 

ら
け
な
の
に
「
な
ん
で
も
な
い
」
 
 

畠
わ
れ
て
書
‥
r
虐
待
 
 

だ
と
号
か
ぜ
違
を
ろ
2
 
 

と
判
断
に
雪
て
し
ま
い
ま
す
。
 
 

吏
こ
で
、
横
由
実
（
神
祭
川
県
）
 
 

な
ど
で
す
で
に
軌
道
に
乗
っ
て
ぃ
 
 

る
よ
う
彗
横
様
的
に
周
囲
に
相
 
 

談
で
尊
台
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
塵
舶
か
 
 

必
辞
に
な
っ
て
い
ま
す
†
 

◇
∵
‥
．
や
 

か
す
か
・
き
す
よ
．
 

学
専
攻
。
「
介
謂
と
ジ
声
ソ
ダ
ー
」
 
 

（
家
宅
な
ど
介
慧
女
族
閲
 
 

見
に
関
す
る
多
数
の
著
曹
が
あ
 
 

る
。
熊
本
麻
出
彗
8
0
鰻
。
 
 

い
っ
た
も
の
は
な
い
の
で
す
か
」
 
 
 

女
性
参
加
者
．
私
が
か
つ
′
1
東
 
 

学
し
て
い
た
施
設
で
も
会
同
且
 
 

は
多
く
、
施
設
が
通
帳
の
印
鑑
を
 
 

預
か
る
こ
と
菅
入
所
の
条
件
に
し
 
 

て
い
き
し
た
。
そ
し
て
碧
丁
政
 
 

回
、
監
事
し
て
い
ま
 

考
璧
葺
私
た
ち
の
会
に
も
 
 

さ
患
真
相
雛
が
来
ま
す
．
民
 
 

間
も
含
め
た
虐
待
対
応
の
ネ
ッ
ト
 
 

ワ
ト
ク
の
必
寧
陛
を
痛
感
し
ま
 
 

す
。
 
 
 

春
日
救
援
 
釧
路
は
今
、
ど
ん
 
 

な
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
い
る
の
で
 
 

す
か
二
八
十
重
上
の
万
の
実
 
 

態
菅
す
べ
て
把
埠
す
る
よ
う
な
、
 
 

本
気
で
向
皇
宮
虚
名
が
あ
る
の
 
 

で
す
か
。
 
 
 

釧
路
市
の
過
当
考
基
幹
監
 
 

宅
介
雑
支
援
セ
ン
タ
J
に
地
域
ケ
 
 

7
会
議
費
設
寧
し
て
い
」
尊
か
、
 
 

地
域
で
眠
っ
て
い
る
な
人
ら
か
の
・
 
 

支
援
が
必
要
な
挙
例
は
多
々
あ
る
 
 

ぢ
ク
つ
と
思
い
章
す
．
ど
う
苑
輯
 
 

す
る
か
が
詳
零
し
す
．
 
 

春
日
救
援
命
網
島
る
慢
当
 
 

著
者
決
め
な
い
く
 
「
だ
れ
か
が
 
 

す
る
だ
ろ
う
」
と
な
っ
t
し
ま
い
 
 

ま
す
．
 
 

蒜トー  
ー‾嘲Ⅷ鱒  
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ト
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ト
h
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・
＝
い
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－
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！
・
－
ト
＝
1
ト
∪
雲
－
■
－
－
1
－
－
ト
ト
い
・
い
‖
い
卜
「
り
・
し
ー
い
ー
！
呈
t
…
㍗
1
ツ
ン
q
‖
川
一
芸
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1
茎
－
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盲
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弄斤  腰  平成16年（200埴）8月26日（木曜日）  篇198：  

独り暮らし高齢者  

安否確認事業も  

路
 
 
痢
は
ろ
卓
寝
た
き
り
…
高
齢
に
な
れ
ば
誰
も
が
不
 
 

安
を
寧
＼
障
事
を
も
っ
た
お
毎
寄
り
や
家
窒
蓋
え
 
 

る
当
事
者
の
金
と
し
て
発
足
し
た
別
路
地
区
障
害
者
 
 

人
を
支
え
る
重
た
ん
ほ
ほ
の
会
こ
盃
媒
芋
虫
異
 
 

義塾丑憾  

同
会
は
1
9
8
5
年
6
月
 
 

l
こ
介
詳
震
の
会
と
し
て
発
 
 

彗
 
「
地
域
で
安
心
し
て
老
 
 

い
る
」
を
目
槻
に
、
雲
、
妓
、
 
 

娘
な
ど
女
性
に
嘱
寧
レ
た
介
 
 

滞
の
社
会
化
を
求
め
、
い
ち
 
 

早
＜
デ
イ
ケ
ア
の
原
型
と
な
 
 

相
同
毒
の
る
望
．
右
鵬
が
岩
渕
会
長
 
 

る
宅
董
や
全
国
初
の
ケ
 
 

ー
ス
と
な
っ
た
排
掴
（
は
い
 
 

か
い
）
老
人
の
S
O
S
ネ
ッ
 
 

ト
？
・
ク
租
掘
化
な
ど
に
取
 
 

り
綽
ん
で
き
た
．
畢
吐
金
員
 
 

は
、
介
曙
昔
、
み
と
っ
た
人
、
 
 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
7
な
ど
賛
助
金
 
 

早
も
加
え
2
1
9
へ
 
 
 

罰
周
年
藁
と
し
て
は
釧
 
 

路
精
神
倶
贋
協
会
な
ど
4
看
 
 

て
介
護
窪
入
後
の
痢
 
 

ほ
う
ケ
ア
の
間
穎
点
な
ど
を
 
 

全
国
的
な
視
野
で
明
菜
、
研
 
 

究
し
て
い
る
安
田
女
子
大
学
 
 

の
育
日
キ
ス
ヨ
放
校
を
招
 
 

き
、
1
0
月
2
日
午
前
m
川
時
か
 
 

ら
釧
路
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
 
 

で
地
域
福
祉
神
葬
会
を
聞
 
 

く
．
ま
咤
午
後
か
ら
は
、
 
 

市
璧
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
会
 
 

．
 
 

場
を
移
し
、
同
教
授
と
と
も
 
 

や
く
仝
薗
の
東
湖
調
査
が
行
 
 

に
専
門
職
を
対
象
に
、
よ
う
 
 
 

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
高
齢
 
 

言
草
同
粗
菅
丁
マ
に
、
 
 

な
に
が
虐
待
な
の
か
、
そ
の
 
 

原
因
な
ど
に
つ
い
て
も
研
修
 
 

を
深
め
る
．
 
 
 

ま
た
、
同
会
は
今
年
度
か
 
 

ら
長
年
取
り
組
ん
で
き
た
高
 
 

齢
者
、
介
護
に
関
す
る
「
た
 
 

ん
ほ
ぼ
電
指
相
空
で
、
会
 
 

の
方
か
姦
n
垂
ら
し
の
お
 
 

年
寄
り
に
声
か
け
電
話
を
入
 
 

れ
る
活
動
も
頼
め
ち
 
「
自
 
 

分
か
ら
助
け
を
求
め
る
こ
と
 
 

㈹
れ
貼
…
琳
…
…
卜
γ
叩
－
 
 

が
ち
」
と
の
鳥
越
啓
か
ら
だ
．
 
 

季
＼
ま
で
句
太
人
か
ら
、
 
 

あ
る
い
は
離
れ
て
暮
ら
す
琴
 
 

族
か
ら
の
襲
あ
れ
ば
、
 
 

「
安
否
確
顔
に
「
一
な
が
れ
ば
」
 
 

と
顔
っ
て
い
る
．
相
談
護
 
 

は
毎
週
水
－
金
の
2
画
（
年
 
 

前
用
暗
か
ら
牛
後
3
時
半
）
、
 
 

4
2
1
‘
6
8
8
で
受
け
て
い
 
 

る
．
 
 
 さ
ら
に
豊
喪
は
昨
窪
川
 
 

毎
を
迎
え
た
俳
掴
老
人
の
S
 
 

O
S
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
蓋
 
 

を
讃
し
て
も
う
お
う
く
 
 

捜
詮
臨
や
町
円
金
、
宅
建
 
 

学
校
の
研
修
な
ど
の
崩
金
に
 
 

啓
誓
っ
．
r
痴
ほ
 
 

う
は
だ
れ
で
も
在
る
可
能
性
 
 

が
あ
り
、
恥
ず
か
し
い
こ
と
 
 

で
は
な
い
。
そ
し
て
、
地
域
 
 

に
オ
ー
ブ
ン
に
す
る
こ
と
で
 
 

救
命
率
が
上
が
る
こ
と
が
立
 
 

証
さ
れ
て
い
る
．
理
解
毒
 
 

た
い
」
 
（
同
会
長
）
と
し
て
 
 

い
る
。
 
 

（≦第三ヨ牡郵便脚）   

綱のーたんほほの会」  

努
在
室
蕃
葺
い
 
 

」
1
．
■
l
－
、
、
こ
↓
■
P
㌢
ナ
「
ブ
．
′
∈
什
丹
比
l
・
引
ト
■
に
′
【
1
．
－
r
堅
、
引
 
 

朋
情
報
交
換
を
す
る
場
に
 
 

近
年
、
増
0
0
中
の
男
性
介
 
 

庚
暑
が
男
性
な
ら
で
は
の
帽
 
 

章
見
る
場
を
作
ろ
 
 

う
く
介
穫
当
事
者
の
金
で
 
 

あ
る
削
路
地
区
障
害
華
人
を
 
 

支
え
る
金
（
た
ん
ほ
ほ
の
金
 
 

・
岩
雲
量
が
金
員
 
 

だ
け
で
な
く
表
ほ
も
呼
 
 

び
掛
け
て
、
8
局
H
H
、
釧
 
 

路
市
弥
生
1
の
わ
た
ほ
う
し
 
 

の
家
で
初
の
試
み
と
し
て
 
 

「
弄
竪
苛
っ
ど
い
」
 
 

男
性
介
繹
青
に
つ
と
い
参
 
 

加
蓋
け
る
土
辱
じ
 
 

ん
（
左
）
と
関
根
さ
ん
（
石
）
 
 

を
開
く
．
 
 
 

最
近
は
要
を
介
接
す
る
男
 
 

性
か
珍
し
く
な
い
．
し
か
し
、
 
 

男
性
は
愚
痴
を
こ
ぼ
せ
な
い
 
 

人
が
多
く
異
性
で
あ
る
葉
 
 

の
入
浴
や
那
泄
介
助
で
の
苦
 
 

労
、
日
常
の
盗
扇
苦
手
な
 
 

ど
、
勢
性
特
有
の
事
情
も
あ
 
 

る
．
同
会
は
重
義
 
 

の
坊
と
し
て
「
介
浬
震
の
 
 

集
い
」
存
長
く
続
け
て
き
た
 
 

が
、
こ
う
し
た
姶
で
は
女
性
 
 

介
撰
者
の
発
雷
が
轟
に
な
 
 

り
が
ち
だ
．
「
閂
レ
十
蕩
の
 
 

人
轟
で
き
る
だ
け
で
 
 

互
い
に
共
感
が
み
り
心
は
 
 

晴
れ
る
も
の
．
男
性
だ
け
で
 
 

心
お
き
な
く
原
画
登
吐
き
出
 
 

し
、
互
い
の
介
護
の
工
夫
な
 
 

ど
情
報
交
換
す
る
膀
に
し
た
 
 

い
」
と
担
当
空
虚
警
じ
 
 

ん
と
関
根
洋
子
さ
ん
は
こ
の
 
 

襲
い
の
懇
親
嘉
す
．
 
 
 

当
日
は
年
別
拍
時
3
0
分
か
 
 

ら
午
後
2
暗
ま
で
て
昼
食
 
 

も
出
る
．
こ
の
間
の
都
合
の
 
 

よ
い
時
間
帯
だ
け
の
参
加
も
 
 

可
朋
だ
．
ま
咋
被
介
汚
者
 
 

の
同
伴
も
で
き
る
（
肇
の
 
 

り
）
．
診
皿
我
と
蛋
 
 

の
預
か
り
は
無
料
．
丁
人
 
 

で
も
多
く
の
男
性
介
望
の
 
 

参
加
を
持
っ
で
い
ま
す
」
と
 
 

呼
び
掛
け
て
い
る
。
問
い
合
 
 

わ
電
申
し
込
み
は
8
白
ま
 
 

で
に
（
託
薫
望
は
6
日
ま
 
 

で
）
土
屋
芋
ん
般
－
4
4
2
 
 

2
血
石
川
声
ん
9
1
⊥
。
－
4
 
 

7
へ
．
 
（
坂
上
め
ぐ
み
）
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阻
監
隊
敷
鼠
撃
ご
・
t
・
r
ざ
聖
 
 

グ
ル
ー
プ
で
熱
気
あ
ふ
れ
る
討
抜
を
行
っ
 
 

た
痴
ほ
う
介
護
サ
ボ
一
字
壷
成
講
座
 
 

護家族を支援  
予
定
人
員
の
2
．
倍
 
 

障害老人を支える会  

国
の
「
や
す
ら
ぎ
支
援
事
業
」
で
痴
ほ
孟
著
人
の
在
宅
生
活
を
支
援
す
る
「
痢
 
 

は
う
介
琴
ポ
去
十
」
象
成
誇
祭
日
と
1
日
、
釧
路
市
総
畠
祉
セ
ン
 
 

タ
ー
で
開
か
廷
。
予
定
定
員
の
2
笛
の
ト
0
0
人
が
受
講
し
、
熱
琵
あ
ふ
れ
 
 

た
研
惨
と
な
っ
た
。
 
 

取
．
L
i
′
－
㌢
r
－
．
算
↑
1
～
 
三
－
．
 
 

－
 
 

l
 
 

′
‥
▲
′
 
l
l
 
 

・
 

1
岸
 

．
1
1
が
．
■
1
 
．
叶
一
け
㌧
．
朋
∬
l
L
世
職
扉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1
 
一
J
■
 
r
 
i
 

恥
 
 

・
－
 
－
－
・
こ
・
∴
・
三
り
「
一
∴
∴
…
主
て
；
…
 
 

ー
 0
0
人
が
殺
到
 
 

（
坂
上
め
ぐ
み
）
 
 
 

こ
れ
は
北
海
道
ほ
け
者
人
 
 

を
書
見
る
家
族
の
会
の
事
業
 
 

と
し
て
釧
路
地
区
降
車
者
人
 
 

．
を
支
え
る
会
（
た
ん
ば
ほ
の
 
 

．
会
・
岩
渕
雅
子
巻
き
．
・
が
釧
 
 

路
で
は
初
め
て
主
管
し
た
。
 
 

釧
路
市
の
「
痢
は
う
性
高
齢
 
 

者
家
族
や
す
ら
宣
墨
ご
と
 
 

▲
漬
し
、
講
座
修
了
者
は
市
 
 

の
童
筆
録
を
行
っ
て
有
 
 

償
で
希
望
家
庭
に
派
遣
さ
れ
 
 

る
こ
と
に
な
る
こ
と
か
ら
、
 
 

介
蟹
荏
事
に
し
て
い
る
、
 
 

あ
る
い
は
資
格
を
持
っ
て
い
 
 

る
4
0
代
、
5
0
代
の
受
講
者
が
 
 

殺
到
し
た
。
 
 
 

痢
ぼ
う
介
護
サ
ポ
ー
タ
ー
 
 

市の制度イヒにも期待  
は
、
介
護
保
険
で
は
安
け
ら
 
 

れ
る
サ
ー
ビ
ス
が
少
な
い
 
 

上
、
住
み
慣
れ
た
場
所
で
過
 
 

ご
す
の
が
最
良
と
さ
れ
る
痢
 
 

は
う
性
老
人
の
在
宅
介
護
を
 
 

支
援
す
る
も
の
で
、
介
護
家
 
 

族
支
援
加
大
き
な
目
的
。
2
 
 

日
間
の
日
程
で
、
蘭
ほ
う
介
 
 

護
の
専
門
家
が
痢
ぽ
う
と
は
 
 

何
か
、
高
齢
者
へ
の
理
解
、
 
 

そ
の
家
族
へ
の
理
解
な
ど
を
 
 

テ
ー
マ
に
講
義
、
演
習
を
行
 
 

っ
た
。
 
 

道
ば
け
老
人
を
享
え
る
家
 
 

族
の
会
の
立
野
新
平
名
誉
会
 
 

長
の
演
習
で
は
、
締
ほ
う
の
 
 

お
年
寄
り
へ
の
対
応
の
基
本
 
 

は
「
説
得
よ
り
納
得
で
あ
る
」
 
 

と
参
加
者
が
グ
ル
ー
プ
討
議
 
 

を
行
っ
た
。
介
護
家
族
の
会
 
 

で
あ
る
主
管
者
の
た
ん
ぼ
ば
 
 

の
会
の
岩
渕
会
長
は
「
施
設
 
 

に
頼
ら
ず
、
在
宅
介
撃
で
長
 
 

続
き
さ
せ
る
に
は
介
護
家
族
 
 

へ
の
嚢
最
大
の
課
題
。
 
 

会
と
し
て
も
市
か
ら
た
く
さ
 
 

ん
の
支
援
員
が
派
遣
さ
れ
る
 
 

よ
う
制
度
化
し
て
は
し
い
」
 
 

と
期
待
を
か
け
て
い
る
け
 
 

11   



0ク．一／¢、′Jj五紳（如槌郵餉如）梓射  

な一った料理会を秦  「冬月琴」朋のイベント  しむ地域住民  

冬
月
荘
は
、
二
階
を
支
援
 
 

あ
必
要
な
人
た
ち
が
居
住
の
 
 

場
、
一
階
を
地
域
住
民
と
交
 
 

癒
す
る
壕
と
し
、
欄
P
O
法
 
 

人
∵
遍
域
生
活
支
援
ネ
て
 
 

‥
ヮ
 

直
撃
務
烏
代
表
）
が
、
民
間
 
 

今
後
も
イ
ベ
ン
ト
が
続
々
と
行
わ
れ
る
予
定
だ
。
 
 

障
嘗
者
や
高
齢
者
、
生
活
保
護
受
給
者
」
母
子
家
庭
の
人
た
ち
が
福
祉
制
度
の
枠
 
 

藍
貰
、
貴
兄
合
い
な
が
ら
生
活
、
就
労
す
る
場
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
八
ウ
ス
冬
月
荘
」
 
 

（
釧
路
市
米
町
）
が
、
本
格
始
動
し
た
川
十
古
に
は
地
域
住
民
ら
菅
交
え
た
料
理
 
 

会
が
開
か
れ
、
参
加
者
か
ら
は
「
温
か
い
雰
囲
気
で
居
心
地
が
い
い
」
と
好
評
で
、
 
 

企
業
の
元
社
員
崇
を
使
い
九
 
 

月
に
開
設
。
▲
と
の
」
カ
月
、
 
 

道
内
各
地
の
行
政
関
係
者
ら
 
 

の
視
察
が
相
次
い
で
い
る
。
 
 
 

実
質
的
な
ス
タ
ー
ト
と
な
 
 

る
こ
の
日
の
料
理
会
に
は
、
 
 

子
育
て
中
の
親
子
や
住
民
ら
 
 

民
交
え
称
理
会
も
 
 

（
村
田
亮
）
 
 

約
十
五
人
が
参
加
。
調
理
師
 
 

を
招
い
て
ピ
ザ
や
ス
ー
プ
を
 
 

作
っ
た
が
、
各
月
荘
を
運
営
 
 

す
る
常
駐
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
 
 

－
ら
は
講
師
や
出
席
者
、
主
 
 

催
者
な
ど
の
枠
を
排
除
し
、
 
 

で
き
る
賢
り
全
員
が
協
力
し
 
 

1
▲
 
 

・
1
て
＝
・
▲
▲
・
・
▼
・
－
1
 
 
－
 
・
・
－
－
 
J
 
 

合
え
る
よ
う
な
雰
堅
知
づ
く
 
 

り
を
目
濁
し
た
と
い
う
。
 
 
 

幼
少
期
に
い
じ
め
を
受
 
 

け
、
学
校
に
通
わ
な
く
な
り
、
 
 

今
も
社
会
と
か
か
わ
る
横
会
 
 

が
な
い
と
い
う
無
職
の
女
性
 
 

（
一
む
は
「
（
は
か
の
参
加
者
 
 

か
ら
）
ピ
ザ
の
作
り
方
を
敢
 
 

え
て
も
む
い
ま
し
た
。
ふ
れ
 
 

あ
い
が
と
て
も
よ
か
っ
た
」
 
 

と
笑
顔
で
話
し
て
い
た
。
 
 
 

十
三
日
に
は
、
釧
路
地
区
 
 

障
事
象
人
考
支
え
る
会
（
た
 
 

ゝ
1
 
t
J
ヽ
 
 

′
 
 
 

ん
ぽ
腰
の
会
）
．
が
午
前
十
時
 
 

悪
 
 

意
魯
考
箇
履
 
告
畏
．
と
医
澱
相
談
会
を
 
 

異
常
圭
四
計
創
ら
は
母
子
 
 

家
層
の
母
親
養
魚
七
七
た
 
 

市
主
催
曙
昔
宣
ン
教
室
の
 
 

補
習
の
骨
七
て
活
用
、
主
 
 

十
日
に
は
料
理
会
に
次
ぐ
イ
 
 

ベ
ン
ト
と
し
て
歌
謡
会
を
午
 
 

後
一
時
か
ら
行
う
。
 
 

冬
月
荘
は
、
生
活
傑
論
暑
 
 

が
属
僚
凛
を
介
護
、
l
高
齢
者
 
 

酢
母
子
魯
蕃
子
警
を
サ
 
 

ポ
ー
ト
す
る
こ
と
で
を
れ
 
 

ぞ
凪
が
生
き
が
い
を
見
い
だ
 
 

し
、
一
自
立
へ
の
道
筋
を
つ
け
 
 

各
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
 
 
 

現
時
点
で
居
住
者
は
い
な
 
 

い
が
、
日
置
事
務
局
代
表
は
 
 

「
多
く
の
人
に
集
ま
っ
て
も
 
 

ら
い
、
．
冬
月
荘
の
可
能
性
を
 
 

裸
り
た
い
」
と
い
う
。
問
い
 
 

合
わ
せ
は
冬
月
荘
℡
0
1
5
 
 

．
4
・
■
屯
ち
り
・
J
句
6
や
へ
バ
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